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2014年度藝文学会シンポジウム

「タカラヅカ100年！」

日： 2014年 12月 12日（金）

時間： 午後 3時～ 5時 30分

場所： 三田キャンパス北館ホール

講師： 小林公一（宝塚歌劇団理事長）

 鈴木国男（共立女子大学文芸学部教授）

 中本千晶（フリージャーナリスト）

司会： 常山菜穂子（慶應義塾大学法学部教授）
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2014年度藝文学会シンポジウム「タカラヅカ100年！」

はじめに

常山菜穂子

　

　本日は師走のお忙しい中を、慶應義塾大学藝文学会シンポジウム「タカラヅカ
100年！」にお集まり頂き、誠に有り難うございます。私は本日の司会を務めさ
せて頂きます、法学部の常山菜穂子と申します。アメリカ演劇と演劇論を専門と
しておりまして、また 25年来、細々とではありますが、宝塚歌劇を応援し続け
ているということで、このシンポジウムの企画・運営を行うこととなりました。
どうぞよろしくお願い致します。
　まずは本日のシンポジウムについて、趣旨をご案内致します。
　本日のテーマである宝塚歌劇団は 1914年、兵庫県宝塚市で生まれ、今年 2014

年に創立 100周年を迎えました。現在の阪急阪神東宝グループ創設者・小林一
三（1873 ─ 1957）によって、電鉄網に沿った住宅地開発と、それに伴う文化圏
形成を目指す事業の一環として創られ、こんにちまで宝塚市に本拠を置いていま
す。人々が親しみを込めて「ムラ」とよぶ小さな町には歌劇を中心に演劇文化と
経済構造が形成され、スターとファンの強い共同体意識が育まれています。それ
と同時に、こうした地域に密着した連帯は歌劇団が外部へと進出する際の基盤と
原動力になってきました。宝塚は 100年にわたって東京へ、日本全国へ、そし
て海外へと積極的に文化を発信し続け、いまや日本演劇史に確固たる地位を築く
に至っています。1938年のドイツ・イタリア訪問から始まる海外公演の歴史は
古く、さらに今後はとりわけアジア市場の開拓に力を入れていく壮大な計画があ
るといいます。現に 1990年代後半以降は香港、中国、韓国、台湾への公演を成
功させ、2015年夏にも第二回台湾公演を行い、名作『ベルサイユのばら』を上
演することがすでに発表されています。「ムラ」から始まった歌劇団の演劇文化
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がいかに伝統を大切にしつつ、今後の海外市場を見据えて変貌しようとしている
のか。本日は、創立からこんにちまでの 100年を総括すると共に、未来への課
題を考え、次なる 100年へとつながる展望を明らかにしたいと思っております。
　皆様もご存じのとおり、宝塚は女性だけの役者によって演じられる、類まれな
劇団であり、近年ではパフォーマンスとしてはもちろんのこと、学術研究の対象
としても国内外から大いに注目されています。たとえば、本日の講師陣が所属す
る日本演劇学会では 2002年と、そして去年 2013年に、宝塚歌劇を様々な角度
から研究・分析する全国大会を開催しました。この藝文学会のシンポジウムで
は、過去に演劇の分野では、2010年に現代演劇の最先端をゆく二つの劇団「燐
光群」と「チェルフィッチュ」の代表をお招きして、日本演劇について語って
頂く企画を行いましたが、今年は、創立 100周年という記念の年をきっかけに、
宝塚歌劇という演劇芸術について、今一度考えることができればと願っておりま
す。
　もう一点、慶應義塾大学藝文学会で宝塚歌劇を語ることの意義のようなものに
ついてです。演劇というと、どうしても慶應より早稲田の方が関係があるように
感じがちなのですが、宝塚歌劇団を作った小林一三は 1888年、15歳で慶應義塾
に入学し、福澤諭吉から直接の薫陶を受けています。のちに小林はこんにちの阪
急阪神東宝グループを築き上げるわけですが、独立独歩や反権力の精神を受け継
いだともいえます。また、現在、宝塚歌劇団の演出家にはミュージカルで有名な
小池修一郎さんや若手の小柳奈穂子さんといった慶應大学出身の演出家がいて作
品を発表していますし、実際の舞台に立つ歌劇団の団員にも慶應義塾女子高校出
身のスターが過去にも現役にもたくさんいます。そう考えますと、思いの外、慶
應義塾と宝塚歌劇の関係というのは長く深く、本日、藝文学会のテーマとして取
り上げるのも自然のことだったと言えるかもしれません。
　前置きはこれくらいとしまして、これからのプログラムと講師の先生方をご紹
介致します。まずは、歌劇団よりご提供頂きました、宝塚の紹介映像を 10分ほ
ど流します。何となくは知っているけれど実際の舞台は観たことない方や、ベル
バラしか知らないという方も多いかと思いますので、歌劇団の歴史や舞台を実際
の映像でご覧下さい。
　その後、最初の講師、共立女子大学教授・鈴木国男先生に 30分お話し頂きま
す。鈴木先生はイタリア政府給費留学生としてローマ大学演劇研究所に学ばれ、
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18世紀イタリア演劇とオペラを専門としていらっしゃいます。と同時に、宝塚
歌劇についても演劇学の視点から精力的にご研究なさっていて、宝塚研究の第一
人者でいらっしゃいます。本日は「男役のイデア」というタイトルで、「宝塚の
男役は理想の男性像である」という通説を問い直し、プラトンの「理想」論から
「男役」とは何かを考察します。
　続いて、二人目の講師、フリージャーナリストの中本千晶先生に 30分お話し
頂きます。中本先生は東京大学法学部卒業後、株式会社リクルートにご勤務のの
ちジャーナリストとして独立なさいました。現在、早稲田大学講師をお勤めの一
方、宝塚について『宝塚読本』（文春文庫）、『なぜ宝塚歌劇に客は押し寄せるの
か』（小学館新書）、『タカラヅカ流世界史』『タカラヅカ100年100問100答』（東
京堂出版）といった本を次々とご発表なさっています。この 11月にお出しにな
ったばかりの最新刊『タカラヅカ流日本史』では、宝塚の名場面をつなぎながら
新しい歴史観を展開していらっしゃいます。本日は、「101年目以降を考えるた
めの 7つの質問～今、ファンはこう感じている～」というタイトルで、ネット
上で実際に行ったアンケート結果を踏まえて、宝塚のこれからを論じます。
　二人の先生のあとは、インタビュー形式で、宝塚歌劇団現理事長の小林公一氏
に約 60分、お話を伺います。小林さんは 1982年に慶應義塾大学法学部法律学
科を卒業し阪急電鉄に入社、阪急阪神ホールディングス取締役を務められ、現在
は阪急電鉄取締役でいらっしゃいます。1989年から宝塚歌劇団星組のプロデュ
ーサー、1996年に歌劇団理事、2004年から歌劇団理事長に就任なさっています。
本日は、公開インタビューを行うにあたり、あらかじめいくつかの質問を提示し
ておりますので、それにお答え頂きながら、鈴木先生、中本先生を交えて、宝塚
の伝統と未来について話し合えたらと思っております。


